
 

 

 (2) 法 科 大 学 院 教 育 と 司 法 修 習 と の 有 機 的 連 携  

（ 要 旨 ）  

法 科 大 学 院 の 教 育 と 司 法 試 験 等 と の 連 携 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 14

年 法 律 第 139号 ） 第 ２ 条 第 ３ 号 に お い て 、 「 司 法 修 習 生 の 修 習 に お い

て 、法 科 大 学 院 に お け る 教 育 と の 有 機 的 な 連 携 の 下 に 、裁 判 官 、検 察

官 又 は 弁 護 士 と し て の 実 務 に 必 要 な 能 力 を 修 得 さ せ る 」と 規 定 さ れ て

い る が 、法 科 大 学 院 教 育 と 司 法 修 習 の 有 機 的 連 携 の 確 保 が ど の 程 度 達

成 さ れ 、ど の よ う な 効 果 を 上 げ て い る か に つ い て 実 態 を 把 握・分 析 し

た 結 果 は 、 以 下 の と お り で あ る 。   

ア  司 法 修 習 委 員 会 の 委 員 の 選 任 状 況  

平 成 15年 度 に 裁 判 官 １ 名（ 10％ ）、検 察 官 １ 名（ 10％ ）、弁 護 士

１ 名（ 10％ ）、司 法 研 修 所 長 １ 名（ 10％ ）、法 科 大 学 院 関 係 者 ３ 名

（ 30％ ）、そ の 他 の 有 識 者 ３ 名（ 30％ ）の 合 計 10名 が 任 命 さ れ て 以

降 、 そ の 構 成 に 変 化 は な い 。  

 

イ  司 法 研 修 所 の ノ ウ ハ ウ（ 授 業 計 画 参 考 資 料 、教 材 ）の 法 科 大 学 院

に 対 す る 提 供  

(ｱ) 「 法 科 大 学 院 に お け る「 民 事 訴 訟 実 務 の 基 礎 」の 教 育 の 在 り 方

に つ い て 」及 び「 法 科 大 学 院 に お け る「 刑 事 訴 訟 実 務 の 基 礎 」の

教 育 の 在 り 方 に つ い て 」 の 周 知 状 況 及 び 活 用 状 況  

当 該 資 料 は 、司 法 修 習 委 員 会 が 、司 法 修 習 側 か ら み た 法 科 大 学

院 に お け る 実 務 導 入 教 育 の 内 容 の ポ イ ン ト や 留 意 事 項 を 取 り ま

と め 、ⅰ ）最 高 裁 判 所 の ウ ェ ブ サ イ ト へ の 掲 示 、ⅱ ）平 成 21年 ３

月 14日 の 法 科 大 学 院 協 会 総 会 後 に 開 催 さ れ た シ ン ポ ジ ウ ム 資 料

と し て 机 上 配 布 、 ⅲ ） 裁 判 官 派 遣 教 員 を 通 じ て の 情 報 提 供 、 ⅳ ）

法 律 専 門 誌 に よ る 周 知 な ど の 方 法 に よ り 法 科 大 学 院 に 対 し て 提

供 し て い る 。  

両 資 料 に つ い て 、実 地 調 査 し た 38法 科 大 学 院 の う ち 33校 が 資 料

の 存 在 を 知 っ て い た 。そ の 活 用 状 況 を 確 認 し た と こ ろ 、活 用 し て

い る も の が 20校 、活 用 し て い な い も の が 11校 、活 用 状 況 が 不 明 と

し て い る も の が ２ 校 で あ っ た 。  

ま た 、当 該 資 料 の 存 在 を 知 ら な か っ た と し て い る ４ 校 に シ ン ポ

ジ ウ ム へ の 参 加 状 況 を 確 認 し た と こ ろ 、２ 校 は 欠 席 し た と し て お

り 、２ 校 は 出 欠 状 況 が 不 明 と し て い る 。な お 、回 答 が な い も の が

１ 校 あ っ た 。  

 

(ｲ) 司 法 研 修 所 が 作 成 し た 書 籍 教 材 の 提 供  

司 法 研 修 所 に お い て は 、書 籍 教 材 に つ い て 法 科 大 学 院 協 会 を 通

じ て 各 法 科 大 学 院 に 情 報 提 供 を 行 っ た り 、各 法 科 大 学 院 の 希 望 の
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有 無 を 聴 取 し た 上 で 視 聴 覚 教 材 を 無 償 で 郵 送 す る な ど し て い る 。

 

ウ  法 科 大 学 院 教 員 と 司 法 研 修 所 教 官 と の 意 見 交 換 会 の 実 施  

法 科 大 学 院 協 会 で は 、新 司 法 修 習 の 集 合 修 習 に 関 す る 見 学 及 び 司

法 研 修 所 と の 意 見 交 換 を 内 容 と す る 教 員 研 修 を 定 期 的 に 開 催 し 、意

見 交 換 の 内 容 を 法 科 大 学 院 協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し 、法 科 大 学

院 及 び 法 科 大 学 院 教 員 に 対 し て 情 報 提 供 を 行 っ て い る 。  

 

エ  法 科 大 学 院 に 対 す る 裁 判 官 及 び 検 察 官 の 派 遣 状 況  

（ 裁 判 官 の 派 遣 状 況 ）  

裁 判 官 に つ い て 、平 成 23年 度 は 74法 科 大 学 院 の う ち 58校 に 対 し て

延 べ 75人 が 派 遣 さ れ て い る 。  

実 地 調 査 し た 38法 科 大 学 院 に つ い て み る と 、平 成 23年 度 は 32校 に

対 し て 派 遣 さ れ て お り 、そ の メ リ ッ ト を 聴 取 し た と こ ろ 、現 役 の 裁

判 官 が 派 遣 さ れ る こ と に よ り 、現 場 で の 最 先 端 の 動 き を 把 握 す る こ

と が で き る こ と な ど を 挙 げ て い る 。ま た 、平 成 23年 度 に 裁 判 官 が 派

遣 さ れ て い な い ６ 校 の う ち ３ 校 に つ い て は 元 裁 判 官 の 実 務 家 教 員

で 足 り 、必 要 性 を 感 じ な い こ と か ら 派 遣 要 請 を 行 っ て い な い 、と し

て い る 。  

（ 検 察 官 の 派 遣 状 況 ）  

検 察 官 に つ い て 、平 成 23年 度 は 74法 科 大 学 院 の う ち 、45校 に 対 し

て 延 べ 48人 が 派 遣 さ れ て い る 。  

実 地 調 査 し た 38法 科 大 学 院 に つ い て み る と 、平 成 23年 度 は 26校 に

対 し て 派 遣 さ れ て お り 、そ の メ リ ッ ト を 聴 取 し た と こ ろ 、現 役 の 検

察 官 が 派 遣 さ れ る こ と に よ り 、現 場 で の 最 先 端 の 動 き を 把 握 す る こ

と が で き る こ と を 挙 げ て い る 。ま た 、平 成 23年 度 に 検 察 官 が 派 遣 さ

れ て い な い 12校 の う ち ７ 校 に つ い て は 、元 検 察 官 や 弁 護 士 の 実 務 家

教 員 で 足 り 、必 要 性 を 感 じ な い こ と か ら 派 遣 要 請 を 行 っ て い な い と

し て い る 。  

 

ア  制 度 の 概 要  

連 携 法 第 ２ 条 第 ３ 号 で は 、司 法 修 習 生 の 修 習 に お い て 、法 科 大 学 院

に お け る 教 育 と の 有 機 的 連 携 の 下 に 、裁 判 官 、検 察 官 又 は 弁 護 士 と し

て の 実 務 に 必 要 な 能 力 を 修 得 さ せ る こ と と 規 定 さ れ て い る 。  

ま た 、連 携 法 第 ３ 条 に お い て 、法 科 大 学 院 に お け る 教 育 と 司 法 試 験

（ 法 科 大 学 院 の 教 育 内 容 を 踏 ま え た 新 た な 司 法 試 験 を い う 。 以 下 同

じ 。）及 び 司 法 修 習 と の 有 機 的 連 携 の 確 保 に つ い て 、国 の 責 務 と し て 、

ⅰ ）法 科 大 学 院 に お け る 教 育 と 司 法 試 験 及 び 司 法 修 習 生 の 修 習 と の 有

機 的 連 携 を 図 る 責 務 を 有 す る こ と 、ⅱ ）法 曹 の 養 成 が 国 の 機 関 、大 学
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そ の 他 の 法 曹 の 養 成 に 関 係 す る 機 関 の 密 接 な 連 携 の 下 に 行 わ れ る こ

と を 確 保 す る た め 、こ れ ら の 機 関 の 相 互 の 協 力 の 強 化 に 必 要 な 施 策 を

講 ず る も の と す る こ と が 規 定 さ れ て い る 。  

こ れ ら の 規 定 に の っ と り 、法 科 大 学 院 の 教 育 と 司 法 修 習 と の 有 機 的

連 携 の 確 保 に 係 る 取 組 と し て 、関 係 機 関 で は 次 の 取 組 が 行 わ れ て い る 。 

 

(ｱ) 司 法 研 修 所 が 有 す る ノ ウ ハ ウ の 法 科 大 学 院 へ の 提 供  

ａ  「 法 科 大 学 院 に お け る 「 民 事 訴 訟 実 務 の 基 礎 」 の 教 育 の 在 り 方

に つ い て 」 及 び 「 法 科 大 学 院 に お け る 「 刑 事 訴 訟 実 務 の 基 礎 」 の

教 育 の 在 り 方 」 の 提 供  

（ 資 料 提 供 の 経 緯 ・ 趣 旨 ）  

平 成 21年 ３ 月 ５ 日 の 司 法 修 習 委 員 会 に お い て 、 司 法 修 習 側 か ら

み た 法 科 大 学 院 に お け る 教 育 （ 実 務 導 入 教 育 ） の 内 容 の ポ イ ン ト

や 留 意 事 項 が 議 論 さ れ 、 「 法 科 大 学 院 に お け る 「 民 事 訴 訟 実 務 の

基 礎 」 の 教 育 の 在 り 方 に つ い て 」 及 び 「 法 科 大 学 院 に お け る 「 刑

事 訴 訟 実 務 の 基 礎 」 の 教 育 の 在 り 方 に つ い て 」 が 同 委 員 会 意 見 と

し て 取 り ま と め ら れ て い る 。  

当 該 資 料 は 、 法 科 大 学 院 で 教 育 さ れ て い る 法 律 実 務 基 礎 科 目 に

つ い て 、 司 法 研 修 所 と し て 法 科 大 学 院 に 求 め る 内 容 を 授 業 計 画 案

や シ ラ バ ス を 作 る 際 の 基 本 的 な 構 成 要 素 や 留 意 事 項 と い う 形 で 示

し た も の で あ る が 、 法 科 大 学 院 に 対 し て こ の よ う な 教 育 を 期 待 す

る と い う 趣 旨 で あ っ て 、 細 か な と こ ろ ま で 拘 束 す る 趣 旨 で は な い

と さ れ て い る（ 第 14回 司 法 修 習 委 員 会 議 事 録 、平 成 21年 ３ 月 ５ 日 ）。 

 

（ 司 法 研 修 所 か ら 法 科 大 学 院 に 対 す る 両 資 料 の 提 供 方 法 ）  

ま た 、 最 高 裁 判 所 は 、 当 該 資 料 を 、 ⅰ ） 最 高 裁 判 所 の ウ ェ ブ サ

イ ト へ の 掲 載 、ⅱ ）平 成 21年 3月 14日 の 法 科 大 学 院 協 会 総 会 後 に 開

催 さ れ た 法 律 実 務 基 礎 科 目 に 係 る シ ン ポ ジ ウ ム 資 料 と し て 机 上 配

布 、 ⅲ ） 裁 判 官 派 遣 教 員 を 通 じ た 法 科 大 学 院 へ の 情 報 提 供 、 ⅳ ）

法 律 専 門 誌 に よ る 周 知 な ど の 方 法 に よ り 、 公 開 、 周 知 し て い る 。  

 

ｂ  司 法 研 修 所 が 作 成 し た 教 材 の 提 供  

司 法 修 習 委 員 会 に お い て は 、 「 司 法 研 修 所 が 、 旧 制 度 時 代 に 蓄

積 し て き た 教 材 の 作 成 方 法 や 指 導 方 法 、 起 案 そ の 他 の 指 導 方 法 等

の 教 育 上 の ノ ウ ハ ウ を 法 科 大 学 院 の 教 育 に 提 供 す る こ と が 、 全 体

の シ ス テ ム を 動 か す 上 で 重 要 」 、 「 法 科 大 学 院 に 対 し 、 教 材 だ け

で な く ノ ウ ハ ウ 的 な も の も 提 供 し 、 あ る い は 意 見 交 換 を し て い く

と い う こ と も 重 要 な 課 題 」 と さ れ て い る （ 第 12回 司 法 修 習 委 員 会

議 事 録 、 平 成 20年 ３ 月 ６ 日 ） 。  

最 高 裁 判 所 は 、 ⅰ ） 司 法 研 修 所 が 編 集 し た 教 材 の 法 科 大 学 院 へ
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の 提 供 、ⅱ ）法 科 大 学 院 教 員 と 司 法 研 修 所 と の 意 見 交 換 会 の 実 施 、

ⅲ ）裁 判 官 派 遣 教 員 を 研 究 員 と し た 研 究 会 の 開 催 等 を 行 っ て い る 。 

 

(ｲ) 裁 判 官 及 び 検 察 官 の 法 科 大 学 院 へ の 派 遣  

連 携 法 第 ３ 条 の 趣 旨 に の っ と り 、 法 科 大 学 院 に お け る 法 曹 と し て

の 実 務 に 関 す る 教 育 の 実 効 性 の 確 保 を 図 り 、 法 曹 養 成 の 基 本 理 念 に

即 し た 法 科 大 学 院 に お け る 教 育 の 充 実 に 資 す る こ と を 目 的 と し て 、

平 成 15年 ５ 月 、 法 科 大 学 院 へ の 裁 判 官 及 び 検 察 官 そ の 他 の 一 般 職 の

国 家 公 務 員 の 派 遣 に 関 す る 法 律（ 平 成 15法 律 第 40号 。以 下「 派 遣 法 」

と い う 。 ） が 制 定 さ れ 、 16年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 さ れ て い る 。  

 

（ 裁 判 官 及 び 検 察 官 そ の 他 の 一 般 職 の 国 家 公 務 員 の 派 遣 手 続 ）  

派 遣 法 に お い て は 、 裁 判 官 及 び 検 察 官 そ の 他 の 一 般 職 の 国 家 公 務

員 （ 以 下 「 検 察 官 等 」 と い う 。 ） が 法 科 大 学 院 に お い て 教 授 、 助 教

授 そ の 他 の 教 員 と し て の 業 務 を 行 う た め の 派 遣 に 関 し 必 要 な 事 項 が

規 定 さ れ て い る 。  

派 遣 法 に お い て は 、 法 科 大 学 院 設 置 者 は 、 裁 判 官 に つ い て は 最 高

裁 判 所 に 対 し 、 検 察 官 等 に つ い て は 任 命 権 者 に 対 し 、 そ の 派 遣 を 要

請 す る こ と が で き る （ 第 ３ 条 第 １ 項 ） と 規 定 さ れ て い る 。 こ の 規 定

に 基 づ き 、 実 務 家 教 員 の 法 科 大 学 院 へ の 派 遣 は 、 法 科 大 学 院 の 要 請

に 基 づ い て 行 わ れ て お り 、 そ の 手 続 は 、 最 高 裁 判 所 に 対 す る も の に

つ い て は 最 高 裁 判 所 規 則 で 、 検 察 官 等 に 対 す る も の に つ い て は 人 事

院 規 則 で 定 め ら れ て い る 。  

 

（ 法 科 大 学 院 へ の 実 務 家 教 員 の 派 遣 形 態 ）  

ま た 、 最 高 裁 判 所 及 び 検 察 官 等 の 任 命 権 者 に 対 し て 、 派 遣 法 に 基

づ く 要 請 が あ っ た 場 合 は 、 派 遣 の 必 要 性 等 を 勘 案 し て 、 相 当 と 認 め

る 時 は 、 期 間 を 定 め て 派 遣 す る こ と と な る （ 第 ４ 条 、 第 11条 ） 。  

派 遣 法 に 基 づ く 法 科 大 学 院 へ の 実 務 家 教 員 の 派 遣 形 態 は 、 ⅰ ） 本

来 の 職 務 と と も に 法 科 大 学 院 に お け る 教 授 等 の 業 務 を 行 う 形 態 （ い

わ ゆ る パ ー ト タ イ ム 派 遣 。 第 ４ 条 ） 、 ⅱ ） 本 来 の 職 務 は 行 わ ず に 専

ら 法 科 大 学 院 に お け る 教 授 等 の 業 務 を 行 う 形 態 （ い わ ゆ る フ ル タ イ

ム 派 遣 。 第 11条 ） の 二 種 類 が あ る 。  

派 遣 教 員 が 検 察 官 等 の 場 合 に つ い て は 、 上 記 の パ ー ト タ イ ム 派 遣

及 び フ ル タ イ ム 派 遣 の い ず れ も が 可 能 で あ る が 、 裁 判 官 の 場 合 に は

憲 法 上 の 厳 格 な 身 分 保 障 な ど に 鑑 み 、 パ ー ト タ イ ム 派 遣 の 制 度 の み

と な っ て い る 。  
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イ  政 策 効 果 の 把 握 結 果  

(ｱ) 司 法 修 習 委 員 会 の 委 員 及 び 幹 事 の 選 任 状 況  

ａ  司 法 修 習 委 員 会 委 員 の 選 任 状 況  

当 省 の 調 査 結 果 に よ る と 、 司 法 修 習 委 員 会 委 員 の 選 任 状 況 は 、

平 成 15年 度 に 裁 判 官 １ 名 （ 10％ ） 、 検 察 官 １ 名 （ 10％ ） 、 弁 護 士

１ 名 （ 10％ ） 、 司 法 研 修 所 長 １ 名 （ 10％ ） 、 法 科 大 学 院 関 係 者 ３

名（ 30％ ）、そ の 他 の 有 識 者 ３ 名（ 30%）の 合 計 10人 が 任 命 さ れ て

以 降 、 そ の 構 成 に 変 化 は な い 。  

ｂ  司 法 修 習 委 員 会 幹 事 の 選 任 状 況  

司 法 修 習 委 員 会 幹 事 の 選 任 状 況 は 、 平 成 15年 度 に 裁 判 官 ２ 名

（ 13.3％ ） 、 検 察 官 ２ 名 （ 13.3％ ） 、 弁 護 士 ２ 名 （ 13.3％ ） 、 関

係 機 関 の 職 員 ６ 名 （ 40.0％ ） 、 法 科 大 学 院 関 係 者 ３ 名 （ 20.0％ ）

の 合 計 15名 が 任 命 さ れ て 以 降 、 構 成 に 変 化 は な い 。  

 

(ｲ) 司 法 研 修 所 の ノ ウ ハ ウ（ 授 業 計 画 参 考 資 料 、教 材 ）の 法 科 大 学 院

に 対 す る 提 供  

a 「 法 科 大 学 院 に お け る「 民 事 訴 訟 実 務 の 基 礎 」の 教 育 の 在 り 方 に

つ い て 」 及 び 「 法 科 大 学 院 に お け る 「 刑 事 訴 訟 実 務 の 基 礎 」 の 教

育 の 在 り 方 に つ い て 」 の 提 供  

司 法 修 習 委 員 会 が 、 司 法 修 習 側 か ら み た 法 科 大 学 院 に お け る 実

務 導 入 教 育 の 内 容 の ポ イ ン ト や 留 意 事 項 を 「 法 科 大 学 院 に お け る

「 民 事 訴 訟 実 務 の 基 礎 」 の 教 育 の 在 り 方 に つ い て 」 及 び 「 法 科 大

学 院 に お け る 「 刑 事 訴 訟 実 務 の 基 礎 」 の 教 育 の 在 り 方 に つ い て 」

と し て 取 り ま と め 、 法 科 大 学 院 に 対 し て 提 供 し て い る 。  

最 高 裁 判 所 か ら 法 科 大 学 院 に 対 す る 当 該 資 料 の 提 供 方 法 に つ い

て は 、 ⅰ ） 最 高 裁 判 所 の ウ ェ ブ サ イ ト へ の 掲 示 、 ⅱ ） 平 成 21年 ３

月 14日 の 法 科 大 学 院 協 会 総 会 後 に 開 催 さ れ た シ ン ポ ジ ウ ム 資 料 と

し て 机 上 配 布 、 ⅲ ） 裁 判 官 派 遣 教 員 を 通 じ て の 情 報 提 供 、 ⅳ ） 法

律 専 門 誌 に よ る 周 知 な ど の 方 法 に よ り 行 わ れ て い る 。  

 

(a)  法 科 大 学 院 38校 に お け る 周 知 状 況 及 び 活 用 状 況 は 、 図 表 ３

-(2)-① の と お り で あ る 。  

（ 資 料 の 周 知 状 況 ）  

実 地 調 査 し た 38法 科 大 学 院 に つ い て 、 そ の 周 知 状 況 を 確 認 し

た と こ ろ 、 資 料 の 存 在 を 知 っ て い た も の が 33校 、 存 在 を 知 ら な

か っ た も の が ４ 校 、 回 答 が な い も の が １ 校 で あ っ た 。 当 該 資 料

の 存 在 を 知 ら な か っ た ４ 校 に シ ン ポ ジ ウ ム へ の 参 加 状 況 を 確 認

し た と こ ろ 、 ２ 校 は 欠 席 し た と し て お り 、 ２ 校 は 出 席 状 況 が 不

明 と し て い る 。  

文 部 科 学 省 は 、 当 該 資 料 の 周 知 に つ い て 、 特 段 の 取 組 を 行 っ
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て い な い が 、 当 該 資 料 が 最 高 裁 判 所 に よ っ て 作 成 ・ 提 供 さ れ て

い る 事 実 を 法 科 大 学 院 に 対 し て 周 知 す る 必 要 は あ る と し て い る 。 

 

（ 資 料 の 活 用 状 況 ）     

資 料 の 存 在 を 知 っ て い た 法 科 大 学 院 33校 に つ い て 、 そ の 活 用

状 況 を 確 認 し た と こ ろ 、 資 料 を 活 用 し て い る も の が 20校 、 活 用

し て い な い も の が 11校 、 活 用 状 況 が 不 明 と し て い る も の が ２ 校

で あ っ た 。  

資 料 を 活 用 し て い る 20校 に つ い て 、 そ の 活 用 状 況 を 確 認 し た

と こ ろ 、 当 該 資 料 を 参 考 に 授 業 計 画 を 策 定 し た と し て い る 法 科

大 学 院 が ８ 校 あ り 、 特 に １ 校 に お い て は 、 「 刑 事 訴 訟 実 務 の 基

礎 」 に 係 る 資 料 の 使 い 勝 手 が 良 い と し て い る 。  

ま た 、 資 料 を 活 用 し て い な い 11校 に つ い て 、 そ の 理 由 を 確 認

し た と こ ろ 、 資 料 の 内 容 が す で に 実 施 し て い る 内 容 で あ る た め

と す る も の が ５ 校 、 分 量 が 多 す ぎ る な ど 活 用 し に く い 内 容 で あ

る た め と す る も の が ２ 校 、 資 料 の 活 用 方 法 に つ い て 検 討 中 で あ

る た め と し て い る も の が ２ 校 、 参 考 と し て い る 資 料 が 当 該 資 料

以 外 に 多 数 あ る た め と し て い る も の が １ 校 、 活 用 し て い な い 理

由 が 不 明 の も の が １ 校 で あ っ た 。  

た だ し 、 司 法 修 習 委 員 会 に お い て は 、 当 該 資 料 の 作 成 趣 旨 に

つ い て 「 司 法 研 修 所 と し て 法 科 大 学 院 に 求 め る 教 育 内 容 を 授 業

計 画 案 や シ ラ バ ス を 作 る 際 の 基 本 的 な 構 成 要 素 や 留 意 事 項 と い

う 形 で 示 し た も の で あ り 、 あ く ま で 、 司 法 研 修 所 側 と し て は 法

科 大 学 院 に 対 し て こ の よ う な 教 育 を 期 待 す る と い う 趣 旨 で あ り 、

細 か な 教 育 内 容 を 拘 束 す る も の で は な い 」 と し て い る （ 第 14回

司 法 修 習 委 員 会 議 事 録 、 平 成 21年 ３ 月 ５ 日 ） 。  

ま た 、 最 高 裁 判 所 は 、 当 該 資 料 に つ い て 、 最 高 裁 判 所 の 司 法

修 習 委 員 会 等 に お け る 議 論 の 一 応 の 到 達 点 を 反 映 し た も の で あ

る が 、 法 科 大 学 院 関 係 者 と の 意 見 交 換 な ど を 通 じ て 更 に 議 論 が

深 め ら れ る こ と が 期 待 さ れ て い る も の と し て い る 。  
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あ な た は 、 法 科 大 学 院 に お け る 教 育 の 司 法 修 習 と の 連 携 の 確 保 状 況 に つ い て 、 ど う 思

い ま す か 。 下 記 項 目 に つ い て 、 該 当 す る も の を 一 つ 選 ん で く だ さ い 。  

① 法 科 大 学 院 に 対 し 、 法 曹 三 者 （ 最 高 裁 判 所 、 法 務 省 、 弁 護 士 会 ） か ら 実 務 基 礎 教 育

の ポ イ ン ト の 提 示 や 教 材 の 提 供 等 が 行 わ れ る な ど 、 連 携 が 確 保 さ れ て い る  

 

図 表 ３ -(2)-①  授 業 計 画 参 考 資 料 の 周 知 状 況 及 び 活 用 状 況   

（ 単 位 ： 校 ）  

内   容  法 科 大 学 院 数  

資 料 を 知 っ て い る  33 

 

資 料 を 活 用 し て い る  20 

資 料 を 活 用 し て い な い  11 

資 料 の 活 用 状 況 不 明  ２  

資 料 を 知 ら な い  ４  

合   計  37 

  （ 注 ） １  当 省 の 調 査 結 果 に よ る 。  

２  回 答 が な い 法 科 大 学 院 （ １ 校 ） が あ る た め 、 上 表 の 合 計 数 と 調

査 対 象 法 科 大 学 院 数 38校 が 合 わ な い 。  

 

②  当 省 の 意 識 調 査 結 果 に お い て 、法 科 大 学 院 専 任 教 員（ 以 下「 専

任 教 員 」 と い う 。 ） 、 新 司 法 試 験 制 度 を 経 た 弁 護 士 （ 以 下 「 新

弁 護 士 」と い う 。）及 び 旧 司 法 試 験 制 度 を 経 た 弁 護 士（ 以 下「 旧

弁 護 士 」 と い う 。 ） に 対 し て 、 実 務 基 礎 教 育 の ポ イ ン ト の 提 示

や 教 材 の 提 供 が 適 切 に 行 わ れ 、 法 科 大 学 院 の 教 育 と 司 法 修 習 生

の 修 習 と の 有 機 的 連 携 が 確 保 さ れ て い る か 尋 ね た と こ ろ 、 図 表

３ -(2)-② の と お り 、教 員 の 57.5％ 及 び 新 弁 護 士 の 53.5％ が「 そ

う 思 う 」又 は「 ど ち ら か と い え ば そ う 思 う 」と し て い る 。ま た 、

旧 弁 護 士 の 40.7％ が 「 そ う 思 わ な い 」 又 は 「 ど ち ら か と い え ば

そ う 思 わ な い 」 、 37.4％ が 「 わ か ら な い 」 と し て い る 。  

 

図 表 ３ -(2)-②  意 識 調 査 結 果 （ 連 携 確 保 状 況 ① ）  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

(注 )当 省 の 調 査 結 果 に よ る 。  

  

（％）

（ｎ）
そう思う

計*1
そう思わな
い 計*2

  全  体 (1773) 40.1 39.6

教員 (200) 57.5 31.0

新弁護士 (821) 53.5 40.7

旧弁護士 (752) 20.9 40.7

*1)「そう思う計」＝「そう思う（％）」＋「どちらかと言えばそう思う（％）」

*2)「そう思わない計」＝「そう思わない（％）」＋「どちらかと言えばそう思わない（％）」

31.9

38.5

43.6

17.4

23.1

19.0

24.0

23.1

16.5

12.0

16.7

17.6

19.7

10.5

3.5

9.9

19.0

8.2

そう思う
どちらかといえば

そう思う
どちらかといえば

そう思わない そう思わない

5.7

37.4

わからない

1.1

1.0

0.1

0.6

無回答
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ｂ  司 法 研 修 所 が 作 成 し た 教 材 の 提 供  

司 法 研 修 所 が 、 旧 制 度 時 代 に 蓄 積 し て き た 教 材 の 作 成 方 法 や 指

導 方 法 、 起 案 そ の 他 の 指 導 方 法 等 も 含 め た 教 育 上 の ノ ウ ハ ウ を 法

科 大 学 院 に 提 供 す る こ と が 、 プ ロ セ ス と し て の 法 曹 養 成 を よ り 効

果 的 に 行 う 上 で 重 要 で あ る （ 第 12回 司 法 修 習 委 員 会 議 事 録 、 平 成

20年 ３ 月 ６ 日 ） と さ れ て い る 。  

司 法 研 修 所 に お い て は 、 書 籍 教 材 に つ い て 法 科 大 学 院 協 会 を 通

じ て 各 法 科 大 学 院 に 情 報 提 供 を 行 っ た り 、 各 法 科 大 学 院 の 希 望 の

有 無 を 聴 取 し た 上 で 視 聴 覚 教 材 を 無 償 で 郵 送 す る な ど し て い る 。  

 

(ｳ) 法 科 大 学 院 教 員 と 司 法 研 修 所 と の 意 見 交 換 会  

法 科 大 学 院 協 会 で は 、 新 司 法 修 習 の 集 合 修 習 に 関 す る 見 学 及 び 司

法 研 修 所 と の 意 見 交 換 を 内 容 と す る 教 員 研 修 に つ い て 、 平 成 23年 度

は 、 民 事 系 教 員 研 修 は ８ 月 に （ 参 加 者 12名 ） 、 刑 事 系 教 員 研 修 は ９

月 に （ 参 加 者 14名 ） 、 い ず れ も 司 法 研 修 所 に お い て 実 施 し て い る 。  

教 員 研 修 は 、 集 合 修 習 の 授 業 を 傍 聴 す る こ と で 、 法 科 大 学 院 （ 主

に 研 究 者 教 員 ） に 司 法 修 習 の 実 際 に つ い て の 知 見 を 持 っ て も ら う こ

と に 加 え て 、 司 法 修 習 と の 有 機 的 な 連 携 を 踏 ま え た 法 科 大 学 院 教 育

の 在 り 方 に 関 し て 、 司 法 研 修 所 教 官 と 法 科 大 学 院 教 員 と の 意 見 交 換

を 行 う こ と を 目 的 と し て い る 。  

な お 、 教 員 研 修 へ の 参 加 者 は 人 数 が 限 ら れ て い る こ と か ら 、 意 見

交 換 の 内 容 は 法 科 大 学 院 協 会 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ 、 法 科 大 学

院 及 び 法 科 大 学 院 教 員 に 対 し て 情 報 提 供 が 行 わ れ て い る 。  

 

(ｴ) 法 科 大 学 院 に 対 す る 裁 判 官 及 び 検 察 官 の 派 遣 状 況  

連 携 法 第 ３ 条 の 趣 旨 に の っ と り 、 派 遣 法 で 規 定 さ れ て い る 裁 判 官

や 検 察 官 の 派 遣 状 況 を 調 査 、 分 析 し た 結 果 は 以 下 の と お り で あ る 。  

 

①  裁 判 官 派 遣 教 員  

（ 裁 判 官 派 遣 教 員 数 の 推 移 ）  

法 科 大 学 院 に 派 遣 さ れ て い る 裁 判 官 教 員 数 は 、図 表 ３ -(2)-③ の

と お り 、平 成 16年 度 は 34名（ 1.4％ ）で あ っ た も の が 、23年 度 に は

75名 （ 2.6％ ） ま で 増 加 し て い る 。  
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 図 表 ３ -(2)-③  裁 判 官 派 遣 教 員 数      （ 単 位 ： 人 、 ％ 、 校 ） 

年 度  
H 1 6  

( a )  
H 1 7  H 1 8  H 1 9  H 2 0  H 2 1  H 2 2  

H 2 3  

( b )  

b / a

× 1 0 0

裁

判

官

 

全 体  

人 数  
2 , 3 8 5  2 , 4 6 0 2 , 5 3 5 2 , 6 1 0 2 , 6 8 5 2 , 7 6 0 2 , 8 0 5  2 , 8 5 0 1 1 9 . 5

実 務

家 教

員 数  

3 4  

（ 1 . 4） 

6 1  

( 2 . 5 )

6 8  

( 2 . 7 )

7 1  

( 2 . 7 )

7 3  

( 2 . 7 )

7 4  

( 2 . 7 )

7 5  

（ 2 . 7） 

7 5  

（ 2 . 6）
2 2 0 . 6

派 遣

校 数  
2 9  4 8  5 5  5 6  5 7  5 7  5 8  5 8  2 0 0 . 0

 （ 注 ） １  最 高 裁 判 所 提 供 資 料 に よ る 。  

 ２  実 務 家 教 員 数 は 、 延 べ 数 で あ る 。  

 

（ 法 科 大 学 院 ご と の 裁 判 官 派 遣 教 員 数 の 推 移 ）  

ま た 、 全 74法 科 大 学 院 ご と に 見 る と 、 図 表 ３ -(2)-④ の と お り 、

平 成 23年 度 に 裁 判 官 が ２ 名 以 上 派 遣 さ れ て い る も の が 14校 、 １ 名

派 遣 さ れ て い る も の が 44校 、 派 遣 さ れ て い な い も の が 16校 と な っ

て い る 。 派 遣 さ れ て い な い 16校 は す べ て 発 足 当 初 （ 平 成 16年 度 又

は 17年 度 ） か ら 派 遣 さ れ て い な い 。  

 

 図 表 ３ -(2)-④  平 成 23年 度 裁 判 官 派 遣 実 績 （ 単 位 ： 校 、 ％ ）  

項   目  法 科 大 学 院 数  

 ２ 名 以 上 派 遣 さ れ て い る 法 科 大 学 院  
     1 4

( 1 8 . 9)

 １ 名 派 遣 さ れ て い る 法 科 大 学 院  
44

(5 9 . 5)

 派 遣 さ れ て い な い 法 科 大 学 院  
16

(2 1 . 6)

合   計  74

  （ 注 ） 最 高 裁 判 所 提 供 資 料 に よ る 。  

 

（ 実 地 調 査 対 象 法 科 大 学 院 の 平 成 23年 度 裁 判 官 派 遣 状 況 ）  

さ ら に 、 当 省 が 実 地 調 査 し た 38法 科 大 学 院 の う ち 、 平 成 23年 度

に 裁 判 官 派 遣 教 員 が 配 置 さ れ て い る 32校 に つ い て 、 そ の メ リ ッ ト

を 聴 取 し た と こ ろ 、 元 裁 判 官 で は な く 現 役 の 裁 判 官 が 派 遣 さ れ る

こ と に よ っ て 現 場 の 最 先 端 の 動 き が 分 か る こ と で あ る と し て い る 。 

ま た 、 裁 判 官 が 派 遣 さ れ て い な い 法 科 大 学 院 ６ 校 の う ち ３ 校 に

つ い て は 元 裁 判 官 や 弁 護 士 の 実 務 家 教 員 で 足 り て お り 、 現 役 裁 判

官 の 必 要 性 を 感 じ な い こ と か ら 派 遣 要 請 を 行 っ て い な い と し て い

る 。  

 

（ 裁 判 官 派 遣 教 員 を 研 究 員 と し た 研 修 会 ）  

法 科 大 学 院 に 派 遣 さ れ て い る 裁 判 官 を 対 象 と し て 、 司 法 研 修 所

に お い て 、 法 律 実 務 教 育 研 究 会 を 開 催 し て お り （ 平 成 23年 度 は 23

年 ９ 月 と 24年 ２ 月 の ２ 回 実 施 ） 、 法 科 大 学 院 を め ぐ る 最 新 の 情 報

を 提 供 す る と と も に 、 法 科 大 学 院 で 派 遣 教 員 が 担 当 す る 実 務 基 礎
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科 目 に つ い て 、 実 際 の 指 導 を 行 う に 際 し て 直 面 す る 諸 問 題 に つ い

て の 共 同 研 究 を 行 っ て い る 。  

 

②  検 察 官 派 遣 教 員  

（ 検 察 官 派 遣 教 員 数 の 推 移 ）  

法 科 大 学 院 に 派 遣 さ れ て い る 検 察 官 教 員 数 は 、図 表 ３ -(2)-⑤ の

と お り 、平 成 16年 度 は 19名（ 1.3％ ）で あ っ た も の が 、23年 度 に は

48名 （ 2.7％ ） ま で 増 加 し て い る 。  

そ の う ち 、 平 日 夜 間 及 び 土 日 の 授 業 時 間 帯 の 講 義 を 担 当 し て い

る 者 の 実 績 は 、 平 成 18年 度 は ２ 名 で あ っ た も の が 、 23年 度 は ４ 名

と な っ て い る 。 な お 、 平 成 16年 度 及 び 17年 度 に つ い て は 、 勤 務 日

及 び 勤 務 時 間 に つ い て 定 め た 取 決 書 が 保 存 期 間 （ ５ 年 ） を 経 過 し

て お り 、 平 日 夜 間 及 び 土 日 の 勤 務 の 有 無 は 不 明 で あ る 。 ま た 、 派

遣 法 第 11条 派 遣 （ フ ル タ イ ム 派 遣 ） の 検 察 官 に つ い て は 、 法 科 大

学 院 設 置 者 と の 取 り 決 め 上 、 取 決 書 に 定 め ら れ た 枠 内 に お い て 法

科 大 学 院 側 で 割 り 振 る こ と と な っ て い る た め 、 法 務 省 で は 平 日 夜

間 及 び 土 日 を 含 む 時 間 帯 を 担 当 す る 者 の 実 績 は 把 握 で き な い こ と

か ら 、 派 遣 法 第 ７ 条 に よ る 派 遣 （ パ ー ト タ イ ム 派 遣 ） の み の 実 績

と な っ て い る 。  

 

 図 表 ３ -(2)-⑤  検 察 官 派 遣 実 績      （ 単 位 ： 人 、 ％ 、 校 ）  

年 度  
H 1 6  

( a )  
H 1 7  H 1 8  H 1 9  H 2 0  H 2 1  H 2 2  

H 2 3  

( b )  

b / a

× 1 0 0

検

察

官

 
人 数  1 , 5 0 5  1 , 5 4 8 1 , 5 9 1 1 , 6 3 4 1 , 6 7 9 1 , 7 2 3 1 , 7 6 8  1 , 7 9 1 1 1 9 . 0

実 務 家

教 員 数  

1 9  

（ 1 . 3） 

4 4  

（ 2 . 8）

5 3  

（ 3 . 3）

4 9  

（ 3 . 0）

4 9  

（ 2 . 9）

5 2  

（ 3 . 0）

5 1  

（ 2 . 9）

4 8  

( 2 . 7 )
2 5 2 . 6

平 日 夜

間 及 び

土 日  
不 明  不 明 ２  １  ３  ２  ３  ４  －  

派 遣  

校 数  
1 9  4 1  4 5  4 6  4 6  4 7  4 7  4 5  2 3 6 . 8

 （ 注 ） １  法 務 省 提 供 資 料 に よ る 。  

 ２  実 務 家 教 員 数 は 、 延 べ 数 で あ る 。  

 ３  派 遣 法 第 ７ 条 （ パ ー ト タ イ ム 派 遣 ） の 実 績 の み 。 第 11条 （ フ ル タ イ    

  ム 派 遣 ）の 実 績 は 、取 決 書 に 定 め ら れ た 枠 内 に お い て 法 科 大 学 院 側 で  

  割 り 振 る た め 、 法 務 省 で は 把 握 で き な い 。  

 ４  平 成 16年 度 及 び 17年 度 に つ い て は 、勤 務 日 及 び 勤 務 時 間 に つ い て 定  

  め た 取 決 書 の 保 存 期 間 が 保 存 期 間 （ ５ 年 ） を 経 過 し て お り 、 平 日 夜 間    

  及 び 土 日 を 含 む 時 間 帯 の 勤 務 の 有 無 は 不 明 。  

 

（ 法 科 大 学 院 ご と の 検 察 官 派 遣 教 員 数 の 推 移 ）  

ま た 、 全 74法 科 大 学 院 ご と に 見 る と 、 図 表 ３ -(2)-⑥ の と お り 、

平 成 23年 度 に 検 察 官 が ２ 名 以 上 派 遣 さ れ て い る も の は ３ 校 、 １ 名

派 遣 さ れ て い る も の は 42校 、 派 遣 さ れ て い な い も の は 29校 と な っ

て い る 。 派 遣 さ れ て い な い 29校 の う ち 21校 は 、 発 足 当 初 （ 平 成 16

年 度 又 は 17年 度 ） か ら 派 遣 さ れ て い な い 。  
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 図 表 ３ -(2)-⑥  平 成 23年 度 検 察 官 派 遣 実 績 （ 単 位 ： 校 、 ％ ）  
 

 （ 注 ） 法 務 省 提 供 資 料 に よ る 。  

 

（ 実 地 調 査 対 象 法 科 大 学 院 の 平 成 23年 度 検 察 官 派 遣 状 況 ）  

さ ら に 、 実 地 調 査 し た 法 科 大 学 院 38校 の う ち 、 平 成 23年 度 に 検

察 官 派 遣 教 員 が 配 置 さ れ て い る 26校 に つ い て 、 そ の メ リ ッ ト を 聴

取 し た と こ ろ 、 元 検 察 官 で は な く 現 役 の 検 察 官 が 派 遣 さ れ る こ と

に よ っ て 現 場 の 最 先 端 の 動 き を 把 握 で き る こ と で あ る と し て い る 。 

ま た 、配 置 さ れ て い な い 法 科 大 学 院 12校 の う ち ７ 校 に つ い て は 、

元 検 察 官 や 弁 護 士 の 実 務 家 教 員 で 足 り て お り 、 現 役 の 検 察 官 の 必

要 性 を 感 じ な い こ と か ら 、 派 遣 要 請 を 行 っ て い な い と し て い る 。  

 

③  当 省 の 意 識 調 査 結 果 に お い て 、 教 員 、 新 弁 護 士 及 び 旧 弁 護 士 に

対 し て 、 裁 判 官 等 が 実 務 家 教 員 と し て 適 切 に 派 遣 さ れ 、 法 科 大 学

院 の 教 育 と 司 法 修 習 生 の 修 習 と の 有 機 的 連 携 が 確 保 さ れ て い る か

尋 ね た と こ ろ 、 表 2-(3)-⑦ の と お り 、 教 員 の 75.5％ 及 び 新 弁 護 士

の 60.0％ が 「 そ う 思 う 」 又 は 「 ど ち ら か と い え ば そ う 思 う 」 と し

て い る 。 旧 弁 護 士 の 42.4％ が 「 そ う 思 わ な い 」 又 は 「 ど ち ら か と

い え ば そ う 思 わ な い 」 、 27.4％ が 「 わ か ら な い 」 と し て い る 。  

  

項   目  法 科 大 学 院 数  

 ２ 名 以 上 派 遣 さ れ て い る 法 科 大 学 院  
     3

( 4 . 1 )

 １ 名 派 遣 さ れ て い る 法 科 大 学 院  
42

(5 6 . 8)

 派 遣 さ れ て い な い 法 科 大 学 院  
29

(3 9 . 2)

合   計  74
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あ な た は 、 法 科 大 学 院 に お け る 教 育 の 司 法 修 習 と の 連 携 の 確 保 状 況 に つ い て 、 ど う 思 い

ま す か 。 下 記 項 目 に つ い て 、 該 当 す る も の を 一 つ 選 ん で く だ さ い 。  

② 法 科 大 学 院 に お い て 、 裁 判 官 、 検 察 官 及 び 弁 護 士 が 実 務 家 教 員 と し て 授 業 を 行 っ て お

り 、 そ の 人 数 も 増 え て お り 、 連 携 が 確 保 さ れ て い る  

 

図 表 ３ -(2)-⑦  意 識 調 査 結 果 （ 連 携 確 保 状 況 ② ）  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 注 ） 当 省 の 調 査 結 果 に よ る 。  

 

（ 自 由 記 載 事 項 ： 実 務 家 教 員 の 派 遣 に よ る 連 携 確 保 状 況 ）  

ま た 、 自 由 記 載 事 項 か ら 実 務 家 教 員 の 派 遣 に 関 す る 記 述 を 分

類・集 計 し た 結 果 は 、図 表 ３ -(2)-⑧ の と お り で あ り 、回 答 数 が 多

い 事 項 と し て は 、 実 務 家 教 員 の 講 義 は 有 用 で あ る （ 21件 ） 、 実 務

家 教 員 の 派 遣 状 況 は 区 々 と な っ て い る （ 14件 ） な ど の 意 見 が あ っ

た 。  

 

図 表 ３ -(2)-⑧  意 識 調 査 結 果 （ 実 務 家 教 員 の 派 遣 に 係 る 連 携 の 確 保

状 況 ）                （ 単 位：件 ）  

自 由 記 載 分 類  教 員  
新 弁

護 士  

旧 弁

護 士

合

計

派

遣

状

況

 

① 実 務 家 教 員 の 派 遣 状 況 は 法 科 大 学 院 に よ っ て

区 々 と な っ て い る 。  
 1 2  ２ 14

② 実 務 家 教 員 の 待 遇 （ 給 与 等 ） が 悪 く 、 確 保 が 難

し く な っ て い る 。  
 ２  ５ ７

③ 実 務 家 教 員 は 十 分 に 配 置 さ れ て い る 。   １  １ ２

④ 実 務 家 教 員 は 十 分 に 配 置 さ れ て い な い 。   １  １

⑤ 地 方 の 小 規 模 の 法 科 大 学 院 に は 、事 実 上 派 遣 が

認 め ら れ て い な い 。  
１   １

能

力

へ

 

の

評

価

 

① 実 務 家 教 員 （ の 講 義 ） は 有 用 で あ る 。  ６  1 3  ２ 21

② 実 務 家 教 員 の 能 力 に は 不 足 が あ る 。  １  ２  ２ ５

③ 法 科 大 学 院 側 に 実 務 家 を 軽 視 す る 風 潮 が あ る 。   １ １

合   計  ８  3 1  1 3 5 2

（ 注 ） 当 省 の 調 査 結 果 に よ る 。  

 

 

 

（％）

（ｎ）
そう思う

計*1
そう思わな
い 計*2

  全  体 (1773) 48.6 37.0

教員 (200) 75.5 21.0

新弁護士 (821) 60.0 35.8

旧弁護士 (752) 29.0 42.4

*1)「そう思う計」＝「そう思う（％）」＋「どちらかと言えばそう思う（％）」

*2)「そう思わない計」＝「そう思わない（％）」＋「どちらかと言えばそう思わない（％）」

38.2

50.0

47.7

24.7

22.4

15.5

21.9

24.7

14.6

5.5

13.9

17.7

13.8

4.3

12.3

25.5

10.4

そう思う
どちらかといえば

そう思う
どちらかといえば

そう思わない そう思わない

3.0

4.0

27.4

わからない

1.2

0.5

0.1

0.6

無回答
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（ 自 由 記 載 事 項 ： 実 務 家 教 員 の 派 遣 に 係 る 今 後 の 充 実 方 策 ）  

ま た 、 自 由 記 載 事 項 か ら 実 務 家 教 員 の 派 遣 に 係 る 今 後 の 充 実 方

策 に 関 す る 記 述 を 分 類・集 計 し た 結 果 は 、図 表 ３ -(2)-⑨ の と お り

で あ り 、 回 答 数 が 多 い 事 項 と し て は 、 法 科 大 学 院 に お け る 実 務 家

教 員 の 数 を 増 や す べ き （ 17件 ） 、 法 科 大 学 院 に お け る 実 務 家 教 員

の 待 遇 を 改 善 し 、 教 員 を 確 保 し や す く す る べ き （ ３ 件 ） 、 実 務 家

教 員 を 法 科 大 学 院 の 運 営 に も っ と 関 与 さ せ る べ き （ ３ 件 ） な ど の

意 見 が あ っ た 。  

 

図 表 ３ -(2)-⑨  意 識 調 査 結 果 （ 実 務 家 教 員 の 派 遣 に 係 る 今 後 の 充 実

方 策 ）                （ 単 位 ： 件 ）  

自 由 記 載 分 類  教 員  
新 弁  

護 士  

旧 弁

護 士
合 計

教

員

確

保

 

① 法 科 大 学 院 に お け る 実 務 家 教 員 の 数 を 増 や す

べ き で あ る 。  
２  ８  ７ 17

② 法 科 大 学 院 に お け る 実 務 家 教 員 の 待 遇 を 改 善

し 、 教 員 を 確 保 し や す く す る べ き 。  
  ３ ３

③ 法 科 大 学 院 に 対 し て 派 遣 す る 教 員 数 の 最 低 基

準 を 規 定 す る べ き 。  
１  １  ２

④ 法 科 大 学 院 に お け る 実 務 家 教 員 の 数 を 増 や せ

ば 良 い と い う わ け で は な い 。  
  １ １

能

力

向

上
① 実 務 家 教 員 の 教 育 能 力 を 向 上 さ せ る 取 組 み を

行 う べ き 。  
１   １ ２

運

営

 

関

与

 

① 実 務 家 教 員 を 法 科 大 学 院 の 運 営 に も っ と 関 与

さ せ る べ き 。  
 １  ２ ３

② 派 遣 期 間 を 長 く す る こ と で 、 実 務 家 教 員 の 法

科 大 学 院 へ の 関 与 を 深 め る べ き 。  
 １  １

合   計  ４  1 1  1 4 2 9

（ 注 ） 当 省 の 調 査 結 果 に よ る 。  

 

ウ  評 価 の 結 果  

法 科 大 学 院 教 育 と 司 法 修 習 の 有 機 的 連 携 に つ い て 、ⅰ ）当 省 が 実 地

調 査 し た 38法 科 大 学 院 に つ い て 、司 法 研 修 所 に よ り 提 供 さ れ た 授 業 計

画 参 考 資 料 で あ る「 法 科 大 学 院 に お け る「 民 訴 訟 実 務 の 基 礎 」の 教 育

の 在 り 方 に つ い て 」及 び「 法 科 大 学 院 に お け る「 刑 事 訴 訟 実 務 の 基 礎 」

の 教 育 の 在 り 方 に つ い て 」が 法 科 大 学 院 に 対 し て 広 く 認 知 さ れ（ 38校

中 33校 ）、そ の う ち 約 ６ 割 の 法 科 大 学 院（ 33校 中 20校 ）が 同 資 料 を 参

考 と し て 授 業 計 画 を 作 成 し て い る こ と 、ⅱ ）年 に ２ 回 、法 科 大 学 院 教

員 と 司 法 研 修 所 教 官 の 間 で 意 見 交 換 会 が 開 催 さ れ 、そ の 結 果 は 法 科 大

学 院 協 会 の ウ ェ ブ ペ ー ジ に お い て 広 く 公 表 さ れ て い る こ と 、ⅲ ）全 74

法 科 大 学 院 に お い て 、平 成 16年 度 か ら 23年 度 に か け て 裁 判 官 及 び 検 察

官 の 派 遣 数 が 増 加 し て い る こ と（ 裁 判 官 数：2.2倍 、検 察 官 数：2.5倍 ）

か ら 、一 定 の 取 組 が 行 わ れ て お り 、連 携 は 図 ら れ て い る も の と み ら れ

る 。  
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ま た 、当 省 の 意 識 調 査 に お い て 、専 任 教 員 及 び 新 弁 護 士 は 、ⅰ ）実

務 基 礎 教 育 の ポ イ ン ト の 提 示 及 び 教 材 の 提 供 、ⅱ ）裁 判 官 、検 察 官 及

び 弁 護 士 等 の 派 遣 が 適 切 に 行 わ れ て い る こ と に よ り 、法 科 大 学 院 教 育

と 司 法 修 習 の 有 機 的 連 携 が 確 保 さ れ て い る と み て い る 。  

な お 、有 機 的 連 携 に 係 る 取 組 が 実 施 さ れ た 結 果 と し て 、例 え ば 、ⅰ ）

司 法 研 修 所 が 提 供 し て い る 授 業 計 画 参 考 資 料 を 参 考 と し て 授 業 計 画

が 作 成 さ れ る こ と に よ り 、法 科 大 学 院 に お け る 実 務 基 礎 科 目 の 内 容 が

司 法 修 習 の 内 容 を 踏 ま え た も の に な る こ と 、ⅱ ）裁 判 官 及 び 検 察 官 の

派 遣 数 の 増 加 に よ り 、法 科 大 学 院 に お け る 実 務 教 育 の 実 効 性 が 向 上 す

る こ と と い っ た 効 果 が 生 じ て い る と 推 察 さ れ る 。  
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